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11月16日（日）、西小校区共生ス
テーションで開催された「2025防災訓
練」に出展しました。
非常持ち出し袋には何を入れるか、う
ちわを袋（リュック）に見立てて考えて
それぞれの非常持ち出し袋を描くワーク
ショップでは、「避難所ではさびしくな
るからぬいぐるみを入れたい」「食べ物
が大事だと思う」など、避難所生活を思
い浮かべながら考えました。夏に行った
日本語教室ボランティアスキルアップ研
修で学んだ「やさしい日本語」で防災に
関係する日本語を表現するワークショッ
プでは、多くの参加者が「日本語って難
しい！」と言いながら真剣に取り組んで
いました。
日本語教室の学習者やボランティアも
参加し、協会ブースだけでなくイベント
をとおして防災について考える日になり
ました。

非常持ち出し袋にいれるものを考える家族
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西小校区共生ステーション

2025防災訓練に出展しました

非常持ち出し袋に見立てた
うちわに必要なものを描きました

やさしい日本語へ書き換えました

炊き出しのカレー。どうやってつくるのかな。

できました！

おいしいです！


	スライド 1

